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結核血行載夢に関する｢レ｣線学的並びに病理学的研究

第 3線 結核血行輯移Q)年齢別統計研究

笹 瀬 一博 次

持 官

粟粒結核症及結核性脳膜炎ほ乳幼兄に多く叉青少年にも少くないことは周知の巽事であるo 私は肺

内初期変化群以外の肺結核初発竃の発生径路を究明せんと企て ｣屠るのであるが 一部学者により重税I

せられてゐる血行;発生が 年齢的に差があらうことが考へられるので年齢別勝者開lJ結核死亡統計及死亡

統計に上らない脹結核に就て考察しや うとしたのであるO

､統計的観察

1)昭和13年度､本邦年歯開口死因統計O 私の目的に適 した此の統計を選び昭和 12年度のを参考にし

たo死因は此際それぞれの臓器の結核である0 本邦の結核では初感染は殆ど全部肺で行ほれると考-

られてゐるので肺結核死数を基数として考察した○

打) 脳院及中枢面中経系の結核00歳では肺の方が少しく多 く､1歳になると､それが逆に.な り､2歳

とな り､12年度はそれに近 .(､5-9歳で再び両者轄等しく､其以後は肺の方が急激に増加し 10-14歳

では約5倍､15こ19歳では約13倍､20～24歳では約19倍､25-29歳では約23倍牛とな り､45～49歳では

約44倍とな り､70-79歳ともなれば実に430倍にもなるo

J tJ) 骨関節結核O 之を菅椎骨と其の他のものとに分けて見ると総数に就て前者は後者の4.23倍とな

る｡脊椎結核は25-29歳が最 も多 く其他のものは12年度では20-24歳､13年度では15.-19歳が験 も多

いO之等両者を合したものを肺結核に比較す畠と0-4歳では肺の25分の1であり､5-9歳では約 6分

の1であり､10′-14歳では17分の1､15-19歳では48分の1､20-24歳では43分の1､25-29歳では30分

の1､55-59歳では27分の1とな り､級数の多かった15-29歳では肺の多いこ~とを考慮すると之等-の

血行樽移をする傾向は少いことになるよ

¢う 泌尿生殖器結核絵数は大体各年齢暦 とも骨関節結核の2分の1乃至3分の1で滑長は大体それに一

致してゐるo従って肺に対する比重交も大体同様な滑長を示してゐる0

由 全身粟粒結核総数は0-4歳では脳膜中枢神経結核の約15分の1､其以後は大体8分の1乃至6分
の1で､同様に滑長し､肺結核に対する､比較 も少いな t)に同様に滑失してゐるO

㈱ 之等四疎の血行性結核の給数の肺結核に対する比を年齢別に検討すると､0歳で84.49%であっ

たものが12年度では3歳が最高で231.31%とな り､13年度では4歳が最高で219.88%とな り､5-9歳で

は134.94%とな り､10-14歳で28.95%､15-19歳で10.81%と急激に減少し､‡欠で漸豆成し､60-64歳で

は5.81%となる｡

2)眼結核年歯娼u統計｡ 京大眼科浅山教授の御厚意により診左折の確実を期する馬､大正11年4月から

昭和19年末迄に入院した患者9905例中か ら主として網膜､脈絡膜､ 毛棟棒､虹彩､翼膜に確実な結核

性病変のあった131例を得た｡之を年齢別に分けると0.-10歳が2例､ll.-20歳が22例､21.-30歳が56例
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31-40歳が22例､41-50歳が17例､51-60歳が9例､61-70歳が3例であったo卸21-30歳が断庶

一番多く､其前後の10年間が同数となってゐる｡ フワクチンの本態に関しては諭書芸があるので除外し

たo

考 掠

1)年齢別死因統計の結果から3-4歳を中心とした頃では血行韓移が極めて起 り易く病型は脳膜及中

枢秤経系の結核及粟粒結核が其の殆ど全部を占めてゐる｡ 10歳頃にもなれば著しく減する｡之は結核

発疫の成立に年歯告体質が 著しく関輿することを示すもので実験結核病学の成績を人質結核病学に導入

する際は勿論のこと､ ^栗に於ける研究にしても年齢を考慮しなければ徒らに混乱 を招 くを過ぎない

慎∴なしとしない｡従って再壮年期に初感染があった場合､同じ初感染でも3-4歳頃に比較すると其か

らの血行持捗は約20分の1に起 り難 くなってゐるのであるから3-4歳頃の考へ方で青壮年に於ける肺円

初期変化群以外の肺結核初発竃の血行性発生を論することは訳である0

2)骨幽閉､泌尿生殖器､眼等の絡核異数は各病型匿より多少の相違はあるが15-19歳､20-24歳､

25-29蔵に一番多く､肺結核に対する比は脳膜､ 中枢神経系結核のやうに10-14歳で､3-4歳頃の約

10分の1､15-19歳では約23分の1に著減するやうなことはなく､例-ば骨関節では肺結核の激増につ

れて之等も増.し､0-4歳頃よりも5-9歳では埠し､10-14歳でも未だ多く､15-19歳に到って約2分の

1に減じてゐる位であもo即ち学童期は脳膜及中枢碑経系の結核や全身粟粒結核のやうな犬血行碍移は

乳幼児に比し極めて起 り難 くなり及骨関節､泌尿生殖器及眼の結核のやうた小血行時移は､例-ぼ骨

関節では5-9歳で肺の約6分の1､10-14麓では17分の1と0-4蔵の25分の1に比し稚起し易くはなるが

肺結核白身が5-9歳では0-4歳より総数が減 じ､10-14菜で0-4歳の2.75倍であるのに15-19歳では

0-4歳の12.1倍と急激に倍槍するので旗も安全な時期であることになる｡

結 論

1)脳院及中枢画定系の結核及粟粒結核野犬血行樽移は3-4蔵虜が最も起 り易く､10-14歳にもなれ

ば既に其10分の1に､15-19歳にもなれば26分の1にも滅するのであるO臣口大血行樽柊の難易には大き

な年齢的差異がある0

2)骨関節､泌尿生殖器､眼の結核釦/ト血行縛移の肺結核を基準とした難易には大血行樽移程激甚な

年齢的差異はない.実数は15-29歳に多い｡

3)学董期は犬血行樽移が幼兄より著しく少く､′ト血行時移の対肺結核比は-番犬ではあるが肺終板

が少いだけ実数は其後の年齢より少く肺結核は青年厚に造かに多いので丁度乳幼晃と青年との谷間に

な り結核の比較:的安全帯である｡

(文献は第 6第末尾に掲載)
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